








研究目的 

 長期の医療を必要とする小児がよりよい状態で成長発達してゆくためには,患児の療育

にたずさわる家族,医療関係者,教育関係者がどのようにかかわってきたかその過程を知る

ことが非常に役立つものと思われる。従来は多くの場合家族の記憶から患児の過去の状態

を知ったが,患児が年長になるに従い幼少時の事項はかなりあいまいになってしまい不確

実な情報しか得られず,医者の立場からみると不必要な検査をくりかえして行うというよ

うなことが多々あった。また転院した場合など,医師が忙しいこともあって過去の治療経過,

検査データなど詳細に手紙に書いて家族,に持たせることも少ないのが現状である。また実

際の療育にあたっては必要とは知りながらも,医療関係者にとっては患児がどのような教

育を受けているのか,教育関係者にとってはどのような医療を受けているのか知ることが

難しかった。このような問題を解決するため,患児の療育歴を記録し,より良いトータルケ

アーが受けられるようにすることを目的に,健康管理手帳を試作した。 


